
農林水産常任委員会委員長として

朝の辻立ち

　皆様こんにちは。自由民主党山形県第一選挙区支部長の遠藤ひろあきです。
　私は、衆議院議員として地元山形、そして日本のために身を粉にして働いてきた父の背中を見て育ちました。小さい頃はそん
な父の姿に反発を覚えたりしたこともありましたが、父の姿を間近に見ながら育つ中で、私も「地域のみなさんの代弁者になりた
い」、次第にそう考えるようになりました。 
　県議会議員を務めさせていただき、先行き不透明な時代において山形にとって「守
るべきもの」と「攻めていくもの」は何なのか、私なりに見つめ、行動してきました。
　命と暮らしを守るインフラ整備は最重要課題です。そして農業。山形には誇るべき
産業や観光資源、四季折々の豊かな自然、そして何よりあたたかな人と人とのつなが
りがあります。農業を続けたい若者が胸を張って夢を実現できる環境づくりを目指し
ていきたいです。そして、生活観光産業の受け皿づくり、地域資源を活かした産業育
成、そして教育。これは全て未来をつくる重要な経済基盤でもあります。あらゆる分野
が連動し、地域全体が元気になる仕組みをつくっていくことで、山形の未来は豊かに
なっていくと考えます。そしてそれを地域から日本を元気にするロールモデルにした
い！そんなビジョンを描いています。
　少年時代から高校時代まではサッカーに打ち込みました。泥臭く、粘り強く、「会っ
て、聞いて、動く。」 これが、私の政治の原点です。この初心をずっと心に持ちながら、
若い感覚と柔軟な発想で、みなさんと一緒に山形の豊かさと日本の未来のために、力
の限り取り組んでまいりたいと思います！

【学歴】
上山市立南小学校 卒業
日本大学山形中学校 卒業
日本大学山形高等学校 卒業
日本大学経済学部 卒業
慶應義塾大学大学院修士課程 修了

【職歴・役職】
戦略国際問題研究所(アメリカ・CSIS)
パナソニック株式会社
衆議院議員遠藤利明事務所
山形県議会議員(二期目)
山形県議会農林水産常任委員会委員長
山形県議会厚生環境常任委員会委員長
山形県議会建設常任委員会委員長

遠藤 ひろあきさんプロフィール

遠藤ひろあきさん未来をつくる若い力

日本をもう一度元気な国へ！ 山形を新しいモデルにしたい

39歳

山形県議会産業人材確保・生産性
向上対策特別委員会委員長
山形県議会広報広聴委員会委員長
自由民主党山形県連青年局長
自由民主党山形県第一選挙区支部長

農林水産常任委員会委員長として

朝の辻立ち

本号外では自由民主党山形県第一選挙区支部長 遠藤ひろあきさんを特集します。
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遠藤ひろあき

熱い思いとエネルギッシュな行動力で実現！

遠藤ひろあき事務所
〒990-2482山形県山形市久保田3-12-19
TEL.023-676-6403　FAX.023-676-6404
https://e-hiroaki.jp/

HP XInstagram LINEYouTubeFacebook

遠藤ひろあき各種媒体QRコード

遠藤ひろあきさんの守る!攻める!ビジョン
守る 攻める

農業 気候変動による農作物被害や
担い手を守る農業
昨今の自然災害の影響や担い手不足といった
課題に正面から向き合い、農家の皆さんが安心
して作り続けられる環境を守る。

輸出と高付加価値で
「儲かる農業」へ
山形の米や果樹など、全国トップクラスの農産物
を海外市場に積極的に展開し、輸出やブランド化
によって、稼げる農業への転換を行う。
若い世代が希望を持って農業に挑戦できる環境を
整備する。

命と暮らしを守る備え
近年、山形でも豪雨や豪雪など、異常気象による
被害が増えている。河川整備や雪害対策、避難
体制の強化など、命と暮らしを守る対策を着実に
進める。

事前防災への投資
被害が出てから対応するのではなく、被害を未然
に防ぐため、国や省庁に現状をより深く理解しても
らい投資額増額に向けて全力で取り組みます。

地域文化と暮らしを守る観光
観光客の増加によって地元の生活が損なわれ
ないよう、地域との調和を守る。

滞在型・高付加価値観光
温泉、自然、食、祭りといった山形の強み、観光資源
を生かし、滞在型・高付加価値の観光へと進化さ
せる。インバウンドと国内観光の双方を見据え、
地域経済をしっかり回す観光政策を推進する。

地域の雇用と中小企業支援
地方経済の主軸となる中小企業や地域産業の
雇用と事業を守る支援を行う。

地方から日本を強くする
地方に仕事と所得を生み出し、地方から日本全体
の経済を立て直す。山形発の産業や技術が全国、
世界で評価される環境を整備する。

防災・減災

観光

強い経済

学びの機会の平等
生まれ育った地域によって教育の機会に差が出る
ことのないよう、安心して学べる教育環境を守る。

未来を切り拓く人材育成
デジタル教育や実践的な学びを通じて、山形から
世界へ羽ばたける人材を育てる。教育への投資
は、将来への最大の成長戦略。

教育

地域の皆様とともに、まいにち奔走！
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